
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１１月号 №１６５
1129                                                           

 

「女性に対する暴力をなくす運動」が実施されます 

暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるものでは

ありません。特に、女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男

女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。また、女性に対する暴

力の根底には、女性の人権の軽視があることから、女性の人権の尊重のための意識啓発

や教育の充実を図ることが大切です。 

 

11月 12日 から 11月 25日 

は 

『ポルノ被害の声を聞く 

デジタル性暴力と＃MeToo』 

ぱっぷす∥編 

岩波書店 2022年 

 AVが日本で飛躍的

に発展し始めて約 40

年。ネットを通じ性暴力

の商品化が世界規模の

産業となり、被害が無

限に拡大している現

代、デジタル性暴力に

苦しむ AV被害者の切

実な声を届けます。 

『ＤＶ後遺症に苦しむ

母と子どもたち  

家族「面前」暴力の深層』 

林美保子∥著 

さくら舎 ２０２２年 

母親が DVを受ける場

面を目にすることで、暴力

と恐怖により心と脳を蝕ま

れ、フラッシュバック・自律

神経失調・感情鈍麻、・ひき

こもりなど様々な後遺症に

苦しむ子どもたち。DV家

庭に育った著者が、被害者

や精神科医等に取材し、そ

の複雑なメカニズムを明ら

かにします。 

『声をあげて』 

五ノ井里奈∥著 

小学館 2023年 

 震災を契機に自衛官

を夢見た少女が、念願か

なって自衛隊に入隊。し

かし訓練中に性暴力を受

け、報告するも自衛隊は

黙殺する。実名・顔出し

でメディアに訴えた勇気

ある五ノ井さんの物語で

す。 

『イエスの意味はイエス、

それから・・・』 

カロリン・エムケ∥著 

浅井晶子∥訳 

みすず書房 2020年 

 ＃MeToo運動が起きて、暴力とみなされてなかったことが暴力

だと認識されるようになった。被害者と加害者がすり替えられ、論

点がずらされ、違和感を感じていた出来事の、本当の意味を明らか

にし、その理由を考察します。 

『「助けて」と言える社会へ 

性暴力と男女不平等社会』 

大沢真知子∥著 

西日本出版社 ２０２３年 

 コロナ禍が浮き彫りに

した家庭内暴力や性暴力

の増加。その実態を探り、

性暴力を生みだすしくみ

を解明し、性暴力のない

社会、そして困難に陥っ

たときに「助けて」と言え

る社会の実現に向けて必

要なことを提言します。 



滋賀県立男女共同参画センターの情報はこちらからご覧になれます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書・資料室 ご利用案内    

●開室時間 9：00～17：00 

●11月の休室日 4日,6日,13日,20日 

24日,27日 

●貸出（本・雑誌）15冊 3週間まで 

（ＤＶＤ）  2本  1週間まで 

●お問い合わせ先（電話） 

 0748-37-3735（図書・資料室直通） 

 0748-37-3751(センター代表) 

 

男女共同参画
絵本を紹介 

G-NETシネマ 

 

主催：ＮＰＯ法人男女共同参画をすすめる会・Ｉ ＹＯＵ 淡海 

共催：滋賀県立男女共同参画センター 

 

託児申込 ＮＰＯ法人男女共同参画をすすめる会・Ｉ ＹＯＵ 淡海 

  メール：npo_iyou_oumi_2008_4@lily.ocn.ne.jp 

または、右記のコードを読んで、「メール作成画面はこちら」  
をクリック。必要事項を記入してメールを送信してください。 

Tel : 0748-43-1620 （火～土） Fax : 0748-43-1621 

同じ内容での２回開催です。ご都合の良い日にご参加ください。 

託児希望の方はそれぞれ１週間前までに申込をお願いします。 

10：30～１２：００  図書・資料室、交流室 

１２月２日(土) ＆ １２日(火) 
自分の時間を持つことが難し
い子育て中のあなたに。 
ゆっくり自分だけの時間を過ご
してみませんか？ 

『イゴールの約束』 

1996年／ベルギー、フランス他／90分 

 違法外国人労働者の売人である父親に従属し、罪の意識もなく

生きる１５歳の少年イゴール。ある日瀕死の外国人労働者と交わ

したひとつの約束が、彼の心の葛藤を生む。 

12月 16日（土） 13：30～ 

滋賀県立男女共同参画センター“G-NETしが”大ホール 

参加無料＆申込不要 

無料託児あり；12/9㈯までにお申し込みください 『男の子は強くなきゃだめ？』 

ジェシカ・サンダーズ∥文 

ロビー・キャスロ∥絵 

西田佳子∥訳 

すばる舎 2022年 

 “男の子はこうでなきゃいけ

ない？”って思ってしまうこと

ない？男の子だからって、強く

なくていい。君らしくしていれ

ば、それでいいんだよ。君には

君の強さがある。いちばん大事

なのは君が君らしく生きるこ

と。君が君であること。 


